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研究成果の概要（和文）：アーベル多様体のモジュライ空間は広範な応用のある重要な研究対象

である。本研究では正標数の体上のその空間内の様々な階層構造や葉層構造の記述や関係性に

取り組み、特に、EO 階層の一般元の Newton polygon の決定や、超特異軌道に入る EO 階層の構

造の決定に成功し、また関連する多様体の研究も行った。 

 
研究成果の概要（英文）：It is important to study the moduli space of abelian varieties, as it 

has a wide range of applications. This research concerns the descriptions of stratifications 

and foliations and with relations between them. In particular we succeeded in determining 

the Newton polygon of the generic point of each EO-stratum and in determining the 

structure of EO-strata contained in the supersingular locus. Also we studied several 

varieties related to these strata. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は正標数の体上の主偏極アーベル多

様体のモジュライ空間に入る様々な階層構

造や葉層構造の構造を調べるとともに、それ

らの関係性を調べることを目標としている。

研究開始当初には個々の階層や葉層の次元

等については、分かってきている状態であっ

たが、交わりや配置については、多くが不明

であった。また、一つの階層について、次元

だけでなく、より深い幾何学的な構造につい

ても知りたいところであったが分かってい

る例が殆どないといって良い状態であった。

それら階層構造を記述するのに役立つであ

ろう関連する多様体があるのだが、それらの

基本構造についても未解決問題が多く残っ

ていた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の大きな目標は、正標数の体上の主偏
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極アーベル多様体のモジュライ空間を調べ、

その階層構造や葉層構造についての基本定

理を整備することにより、整数論の重要な課

題である Langlands 対応の実現等の礎の一つ

を築くことである。具体的な問題としては EO

階層と NP 階層の交わりを理解したいという

こと、また、個々の階層や葉層の構造を出来

る限り明示的に書きたいということがあげ

られる。先ず、EO 階層の一般元の Newton 

polygon の決定と超特異軌道に入ってしま

う EO 階層の構造の決定を目指した。また、

その課題の偏極無し版の解決も目標とした。

関連する多様体として Deligne-Lusztig 多様

体があり、そのアファイン性について未解決

な問題があり、その問について進展を得るこ

とも目標とした。 

 

 

３．研究の方法 

先ず、関連する分野の論文を読み、そこから

得られる様々な知識の蓄積することは必須

である。適宜、研究分野の近い研究者との意

見交換を行うことにより、研究が進展するこ

とが多い。手計算や計算量の多いものでは PC

を使いプログラムを作成し適切な数値実験

を通じて、成り立つであろう定理を定式化す

る。これまでの研究や知識を組合せ証明を試

みる。基本的にそれの繰り返しを行い、研究

を進めて行く。 

 

 

４．研究成果 

(1) 先ず、p-可除群にたいし、その p-核が分

かっている時に、その Newton polygon

の最初の傾きの決定する方法を見つけ

た。 

 

(2) 次に、central streams という特別で重

要な葉層についての配置の決定に成功

した。 

 

(3) (1)と(2)を組み合わせ、更に、ある種の

偏極 p-可除群の族の構成法を見つける

ことにより、任意の EO 階層の一般元の

Newton polygon の決定に成功し論文を

出版することができた。これは Oort の

一つの予想を解決にもなっていた。 

 

(4) 次に、(3)の結果の偏極無し版の定式化

と証明にも成功することができた。 

 

(5) また、超特異軌道に入ってしまう EO 階

層の幾つかの合併を Deligne-Lusztig多

様体で記述することもできた。 

 

(6) 加えて、関連する多様体の研究も進め、

特にdistinguished Deligne-Lusztig 多

様体のアファイン性についても結果も

発表することが出来た（未だプレプリン

トであるが近々出版できると考えてい

る）。 
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